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低温で r 2に比例すると結論しているO ポリアセチレンは ¢4系ではないが,実験データから
¢4系の parameterを決めると, Wada-Schrieffer の拡散係数と実験結果はよく一致するこ
とが示された｡6) 結果を見ると, T>～50K付近から,T2の値からずれ始めて減少を始める
ことがわかる｡これを我々の考えた粘性によるものとして説明するためには,未定だった無次
元の係数が約 60でなければならないことになる｡ つまり,逆に,粘性による効果は orderと
しては実験を説明できる範囲にあるといえる｡
実験との比較は.未だ問題が多いが, solitonに対する粘性,及び Brown運動は興味深い問
題である｡ Solitonの dynamicsに関して,有限の変位と運動量交換 という2つの機構がどのよ
うに効いてくるかが今後の課題である｡











液 晶 に お け る 非 線 形 励 起
-カルマンの渦列構造-
名大 ･工 山 下 護
1.液体は自由表面をもちどんな形の容器にもうまく納まるのに対して,液晶は配向の秩序
が存在するため,境界面で不整合を起すことがあり,特に薄い試料では境界の影響は大きい｡
カイラルスメクティツクC相 (SmC*)では分子の重心には一次元的秩序が存在し(層構造),
分子の長軸は層の法線に対して傾いてお り,層の法線方向に進むに従って回転し螺旋構造をな
す｡1) smc*の薄い試料では,境界では分子の長軸は表面に平行になり,このため螺旋構造
のピッチpが長くなったり,2) 又全く螺旋をなさず長軸は特定の方向を向いてスメクティツク
C柏(SmC)になってしまったりする｡3･4) この間題の取扱いにおいて,上述の境界条件の
下で自由エネルギーを最小化する解を得ることは仲々困難である｡一九 トポロジカルな考察
により渦列構造になっていることがわかる｡5) この事実に基き渦列模型を導入するとピッチの
変化や SmC*-SmC転移を説明することができるO6)又類似の取扱いによってネ与ティツク
相の電場による不安定化(歪電不安定 )をも論ずることができる07)
2.分子長軸方向のZ軸からの傾きを0,方向角をp,SmC*における0の平衡値を C｡･
7-0/C｡とし,¢-7ei甲を用いると,スメクティツク柏の自由エネルギー密度Fは次のよ
うに表わされる｡
F-1(-1+q.2,IOL2･ilOL4弓l▽OI2+iq｡⑳*器2
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